
の｢

教
員
の
地
位
に
関
す
る

る
回
答
が
な
か
っ
た
こ
と
か

勧
告｣

、C
EA

R
T

勧
告
に

ら
、回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

つ
い
て
の
見
解
は
？
。

次
の
よ
う
に
答
弁
。

●
教
育
長
「
憲
法
は

高
法

●
教
育
長
「
今
回
の
授
業
料

規
な
の
で
当
然
守
っ
て
い
く

の
実
質
無
料
化
は
一
歩
前
進

の
が
私
ど
も
の
努
め
で
あ

と
言
え
る
。
次
を
め
ざ
し
て

り
、
国
民
の
努
め
で
あ
る
。

と
い
う
の
を
現
段
階
で
国
に

C
EA

R
T

に
つ
い
て
は
、
去

働
き
か
け
る
の
は
む
ず
か
し

年
話
し
た
よ
う
な
立
場
で
あ

い
。」

る
。」

○

○

憲
法
に
基
づ
く
教
育
を
追

ま
た
、
国
や
文
科
省
に
国

求
す
る
な
ら
ば
、
授
業
料
の

文
書
回
答
の
中
に
憲
法
な

際
人
権
Ａ
規
約
の
中
等
・
高

無
償
化
を
評
価
す
る
こ
と
は

ど
の
文
言
が
な
か
っ
た
こ
と

等
教
育
に
お
け
る｢

無
償
教

当
然
。
教
育
長
が
こ
う
し
た

か
ら
、
教
育
長
の
見
解
を
次

育
の
漸
進
的
な
導
入
」
条
項

立
場
を
一
定
明
ら
か
に
し
た

の
よ
う
に
質
し
ま
し
た
。

の
撤
回
と
具
体
的
な
計
画
の

こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
こ
ろ

憲
法
やILO

･

ユ
ネ
ス
コ

策
定
を
求
め
た
こ
と
に
対
す

で
す
。

こ
う
し
た
結
果
５
月
上

旬
、県
教
委
は
高
教
組
に
「
改

県
教
委
が
行
っ
て
い
る
出

の
方
に
状
況
を
確
認
し
て
い

善
」
（
一
部
）
を
約
束
す
る

退
勤
時
刻
調
査
に
よ
る
と
超

る
と
い
う
こ
と
で
把
握
し
て

回
答
を
行
い
ま
し
た
。

勤
が
１
０
０
時
間
を
超
え
た

い
る
。」

完
全
な
「
改
善
」
に
は
ま

人
が
、
全
教
職
員
の
約
１
割

●
人
事
班
「
該
当
者
に
つ
い

だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

て
は
、
声
か
け
も
含
め
た
面

例
え
ば
、PTA

や
文
化

り
替
え
は
で
き
な
い
も
の
」

引
き
続
い
た
要
求
行
動
が
求

っ
て
い
ま
す
（
右
表
参
照
）
。

接
を
実
施
し
て
い
る
。
場
所

祭
、
体
育
祭
な
ど
の
学
校
（
２
０
０
２
年
県
教
委
通
知
）
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
計
結
果
で
１
０
０
時
間

は
校
長
室
と
は
限
ら
な
い
。

行
事
を
保
護
者
の
利
便
を

と
扱
わ
れ
、
こ
の
場
合
の
振

を
超
え
た
人
に
対
す
る
管
理

職
員
室
で
先
月
は
か
な
り
多

考
慮
し
て
土
・
日
の
週
休

替
代
休
は
現
状
で
は
認
め
ら

職
面
接
が
１
０
０
％
と
い
う

か
っ
た
で
す
ね
と
か
…
。」

日
に
開
催
、
そ
の
振
替
を

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
に
対
し
高
教
組
は
、
そ

○

月
～
金
曜
日
に
行
う
。

以
来
、
高
教
組
は
「
再
度

「
改
善
」
の
内
容
は
後
日
、

の
信
憑
性
を
含
め
面
接
の
内

か
な
り
大
雑
把
な
県
教
委

こ
の
代
休
日
に
ほ
か
の

の
振
り
替
え
は
で
き
な
い
」

報
じ
ま
す
。
職
場
で
は
管
理

容
を
質
し
ま
し
た
。

に
都
合
の
い
い
ま
と
め
方
と

公
務
が
入
っ
た
場
合
、「
振

の
問
題
や
矛
盾
を
指
摘
し
、

職
が
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た

●
課
長
「
正
式
に
面
談
と
い

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
超

り
替
え
に
よ
り
週
休
日
と

こ
の
是
正
を
求
め
て
取
り
組

か
、
記
録
を
取
っ
て
お
い
て

う
形
ま
で
い
っ
て
い
る
か
ど

勤
に
本
気
に
な
っ
て
取
り
組

さ
れ
た
日
は
、
再
度
の
振

ん
で
き
ま
し
た
。

く
だ
さ
い
。

う
か
は
別
に
し
て
、
声
か
け

む
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う

な
ど
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ

か
。（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO YOUKOSO KYOUKOSO KOUKYOUSO

こちら書記局こちら書記局

高教組現役・OBの書籍発行
○作品集Ⅳ『社会の窓から』

橋本隆著（猶興館教諭 前北松支部

長 1000円）

地元の教会報に連載された７０話

余りを中心に取りまとめられたもの。

橋本先生のものの見方が、考え方が

時に優しく、時に厳しく迫る。学級

通信などを作る人には大いに参考に

なる作品。

○『夜のカナリアたちー夜間定時制

の詩ー』

森文明著（鳴滝夜間部教諭 本部執

行副委員長 800円）

懸命に生きている生徒たちを詩に

託す。森先生はレコード（いまの CD）
を出したこともあるシンガーソング

ライター。研ぎ澄まされた視点は胸

に迫る。

○『我が家にミツバチがやって来た

ゼロから始めるニホンミツバチ養蜂

家への道』

久志冨士男著（元高校教諭・元本部

執行委員 2000円）

久志さんは小説家でもある。「金八

先生」の原作になったことも。生徒

を愛してやまなかった氏の情熱がい

まやニホンミツバチの研究に注がれ

る。全国的な有名人。

実
現
に
動
き
出
す

代
休
日
の
代
休

説
明
の
記
録
を

▲教育長春闘交渉（左から２人目が寺田教育長 ４月３０日）

▼超勤月１００時間超の教職員集計結果▼

（県教委資料から作成）

２００９年８～１１月 (延べ人数)

対象者 該当者 管理職面接 該当者割合

全体計 16,264 1,449 1,449 8.9%

全日（普） 6,170 1,135 1,135 18.4%
全日（実） 3,276 237 237 7.2%
全日（総） 1,724 77 77 4.5%
特別支援 4,068 0 0 0.0%
定・通 1,026 0 0 0.0%
＊夏季休業の８月を除き９～１１月で計算すると該当者の

割合は、全体（１０．７％）、全日・普（２１．９）、

実（９．０）、総（５．４）

高
教
組
は
４
月
３
０
日
、
２
０
１
０
春
闘
要
求
書
に
も
と
づ
く
教
育
長
交

渉
を
実
施
。
交
渉
に
は
、
高
教
組
か
ら
平
井
委
員
長
他
５
人
の
本
部
執
行

部
と
前
原
諫
早
支
部
長
、
小
田
島
原
支
部
書
記
長
が
、
県
教
委
か
ら
は
寺

田
教
育
長
、
木
下
教
職
員
課
長
他
６
人
が
参
加
。
交
渉
で
は
、
要
求
書
に

つ
い
て
３
８
項
目
に
わ
た
る
文
書
回
答
を
受
け
た
後
、
重
点
的
な
内
容
に

つ
い
て
県
教
委
を
追
及
し
ま
し
た
。
内
容
は
速
報
２
号
（
５
／
６
付
）
の

通
り
で
す
が
、
交
渉
で
の
や
り
と
り
を
中
心
に
、
そ
の
内
容
を
数
号
に
渡

っ
て
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

授
業
料
無
償
化
は
一
歩
前
進

寺
田
教
育
長

高
教
組
と
の
交
渉
で
評
価

超勤１００時間以上の職員 １割も
“先月は多かったね”も面談数？

(昭和38年8月12日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号
長崎高教組会館 長崎県高等学校教職員組合
5 (095)-827-5882
F A X (095)-826-2976
編集責任者 平 井 秀 治

一 部 １ ０ 円

高教組メールアドレス

nagaｰkks@fs
inet.or.jp

(１) 第1470号 ２０１０年５月１日（土）



基
地
は
移
設
せ
ず
即
時
撤
去

ガ
ン
と
宣
言
を
全
員
で
確
認

憲
法
は
理
想
を
表
す
も
の
。

た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と

場
。

を(

新
婦
人)

、
外
国
人
研
修

し
た
後
、
湊
公
園
ま
で
パ
レ

今
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

自
虐
ネ
タ
を
軽
妙
に
披
露
。

高
教
組
は
実
行
委
員
会
の

制
度
の
廃
止
を(

中
国
人
研

ー
ド
を
お
こ
な
っ
て
終
了
。

り
す
ぎ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。
小
泉
親
子
や
幸
と
由
起
夫
、

一
翼
を
担
い
、
当
日
の
参
加

修
生
裁
判
を
支
援
す
る
会)

、

○

県
内
３
５
あ
る
「
９
条
の

オ
バ
マ
米
大
統
領
な
ど
も
登

者
は
１
９
人
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

こ
の
日
は
佐
世
保
市
と
五

会
」
か
ら
１
９
の
団
体
が
壇

止
を(

民
医
連)

、

賃
時
給

島
市
で
、
前
日
に
は
諌
早
市

上
に
上
が
り
活
動
を
報
告
。

千
円
の
実
現
を(

ラ
ラ
コ
ー

と
大
村
市
で
も
メ
ー
デ
ー
集

高
教
組
関
係
か
ら
は
「
長
崎

へ
き
地
級
地
改
悪
阻
止

育
児
休
業

プ
労
組)

、
諌
早
湾
の
開
門

会
が
開
か
れ
、
４
市
の
合
計

県
教
育
関
係
者
９
条
の
会
」

大
島
分
校
は
改
善

夫
婦
が
同
時
に

を(

有
明
海
訴
訟
原
告)

な
ど

で
３
０
０
人
以
上
、
高
教
組

と
「
な
る
た
き
高
校
９
条
の

取
得
可
能
へ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
交
え
な

か
ら
約
９
０
人
が
参
加
し
ま

会
」
が
登
壇
し
ま
し
た
。

問
・

０
９
年
３
月
、
文

第
８
１
回
メ
ー
デ
ー
長
崎

が
ら
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
。

社
会
風
刺
集
団
「
ザ
・
ニ

科
省
は
「
へ
き
地
学
校
実
態

問
・

育
児
休
業
は
男
女

県
集
会
は
１
日
、
長
崎
市
公

集
会
は
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー

ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
番
外
編
」

調
査
」
を
も
と
に
「
へ
き
地

を
問
わ
ず
取
る
こ
と
が
で
き

会
堂
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、

が
得
意
の
政
治
ネ
タ
を
披

等
学
校
の
級
地
指
定
基
準
」

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
夫

全
体
で
約
６
０
０
人
、
高
教

露
。
鳩
山
由
起
夫
総
理
に
扮

を
見
直
し
た
（
改
悪
）
と
聞

婦
が
同
時
に
と
る
こ
と
は
で

組
か
ら
は
１
９
人
が
参
加
し

し
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
一
歩

き
ま
し
た
が
、本
当
で
す
か
。
き
ま
す
か
。

ま
し
た
。

ず
つ
一
歩
ず
つ
そ
れ
て
い
ま

事
実
な
ら
ば
ど
う
な
り
ま
し

集
会
で
は
、
川
崎
実
行
委

す
」
「
平
和
公
園
に
行
き
ま

た
か
。

答
・

今
は
で
き
ま
せ
ん

員
長(

県
労
連
議
長)
の
挨
拶

し
た
。
『
鳩
に
注
意
』
と
あ

が
、
育
児
休
業
法
の
改
正
に

に
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
、

り
、そ
の
横
の
看
板
に
は
『
甘

答
・

本
当
で
す
。
し
か

と
も
な
う
条
例
の
改
正
が
実

県
９
条
の
会
の
呼
び
か
け
人

５
月
３
日
、
〈
憲
法
９
条

長
崎
大
学
准
教
授
井
田
洋

や
か
す
と
自
立
で
き
な
い
』

し
、
高
校
関
係
で
は
、
改
悪

現
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な

で
あ
る
山
田
拓
民
被
災
協
事

を
守
り
、世
界
に
広
げ
よ
う
〉
子
さ
ん
が
「
憲
法
改
正
国
民

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
」「
私

を

阻

止

す

り
ま
す
。

務
局
長
と
共
産
党
の
堀
江
ひ

と
銘
打
つ
「
な
が
さ
き
９
条

投
票
法
を
前
に
現
憲
法
の
意

は
友
愛
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

る

と

と

も

現
在
は
、
条

と
み
県
議
か
ら
の
挨
拶
が
あ

フ
ェ
ス
タ
・2010

春
」
が
、

義
を
改
め
て
考
え
る
」
と
題

優
柔
不
断
の
『
優
』
と
曖
昧

に

、

逆

に

例
上
、
配
偶
者

り
ま
し
た
。

長
崎
市
公
会
堂
で
７
０
０
人

し
て
講
演
。
そ
の
中
で
「
政

の
『
曖
』
で
す
」
「
明
日
４

猶

興

館

大

が
育
児
休
業
し

ア
ピ
ー
ル
で
は
、
普
天
間

の
参
加
者
の
も
と
開
催
。

治
家
間
で
は
改
憲
が
当
然
。

日
は
沖
縄
行
き
で
す
が
行
き

島

分

校

の

て
い
る
場
合
な

特

地

級

地

ど
は
取
れ
ま
せ

を

２

級

か

ん
。

か
に
は
し
な
い
。
何
の
反
省

「
事
業
仕
分
け
」
が
長
崎

じ
よ
う
に
す
る
べ
き
で
、
こ

ま
た
、
そ
の
校
長
は
「
選

ら
３
級
に
。

し
か
し
、
今

も
な
く
、
こ
う
し
て
本
年
度

県
に
こ
そ
必
要
。

れ
を
特
別
扱
い
す
る
の
は

手
だ
け
で
試
合
が
成
っ
て
い

こ

れ

は

年
６
月
３
０
日

も
届
く
。

「
菊
タ
ブ
ー
」
の
一
つ
で
あ

る
の
で
は
な
い
。
選
手
に
な

中

央

の

全

か
ら
施
行
さ
れ

私
た
ち
は
、
行
政
当
局
が

●
菊
タ
ブ
ー
●

ろ
う
。

れ
な
か
っ
た
生
徒
の
意
義
が

教

・

日

高

る
改
正
育
児
休

一
つ
の
施
策
の
周
知
徹
底
を

春
の
園
遊
会
をTV

が
報

大
き
い
」
と
語
る
の
を
耳
に

教

が

開

い

業
法
で
は
、
配

図
る
こ
と
そ
の
も
の
を
否
定

じ
て
い
た
。
不
思
議
な
こ
と

●
一
つ
の
教
育
観
●

し
た
。

た
「
離
島
・
へ
き
地
手
当
の

偶
者
が
専
業
主
婦
の
場
合
で

●
県
パ
ン
フ
の
副
作
用
●

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
華

に
気
づ
い
た
。
天
皇
の
こ
と

あ
る
校
長
は
、
自
校
の
生

陽
に
当
た
ら
な
い
も
の
の

切
り
下
げ
反
対
の
た
め
の
学

も
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

県
が
作
成
す
る
パ
ン
フ
や

美
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
こ

ば
は
テ
ロ
ッ
プ
と
し
て
流
れ

徒
が
出
場
す
る
試
合
に
都
合

存
在
を
見
る
ー
立
派
な
一
つ

習
会
」
で
取
り
組
み
の
観
点

ま
す
。

冊
子
は
豪
華
で
あ
る
。
教
育

と
、
失
礼
だ
が
ど
う
で
も
い

な
い
。
声
を
掛
け
ら
れ
た
五

つ
け
て
応
援
に
駆
け
つ
け
、

の
教
育
観
で
あ
る
。

を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
文

こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
の

現
場
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
も
の

い
こ
と
を
パ
ン
フ
・
冊
子
に

輪
フ
ィ
ギ
ア
の
女
子
は
た
だ

声
援
を
送
っ
て
い
る
。
生
徒

科
省
の
求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

県
議
会
で
条
例
の
改
正
が
審

が
よ
く
届
く
。

し
て
一
人
一
人
に
配
付
す
る

た
だ
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

や
顧
問
の
土
曜
日
・
日
曜
日

●
是
正
指
導
●

コ
メ
ン
ト
に
対
し
長
崎
高
教

議
さ
れ
、
配
偶
者
の
就
業
の

昨
秋
の
賃
金
確
定
期
の
交

こ
と
を
疑
問
視
し
て
い
る
の

い
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
ご

の
苦
労
を
と
も
に
す
る
よ
う

あ
る
職
員
が
離
島
か
ら
本

組
と
し
て
の
意
見
を
提
出
し

状
況
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
育

渉
時
に
、
高
教
組
は
「
か
な

で
あ
る
。

ざ
い
ま
し
た
」
の
二
言
し
か

な
感
覚
で
あ
ろ
う
か
。
「
頑

土
に
異
動
が
決
ま
り
、
そ
の

た
こ
と
な
ど
が
反
映
さ
れ
た

児
休
業
が
と
れ
る
よ
う
に
な

り
の
カ
ネ
を
使
っ
て
ま
で
、

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
と
相
当

な
い
の
に
、
し
か
も
鮮
明
に

張
っ
て
い
る
人
が
目
の
前
に

引
っ
越
し
作
業
に
追
わ
れ
る

結
果
で
す
。

る
見
通
し
で
す
。

こ
う
し
た
パ
ン
フ
を
作
る
意

な
費
用
、
時
間
を
投
入
し
て

発
音
さ
れ
聞
き
と
れ
る
の
に

お
れ
ば
」
黙
っ
て
お
れ
な
い

３
月
下
旬
、
年
休
を
出
し
て

ま
た
、
県
教
委
に
対
し
て

○

義
や
効
果
が
ど
こ
に
あ
る
の

作
ら
れ
た
パ
ン
フ
等
が
ま

字
幕
が
流
れ
る
。
対
し
て
、

性
分
か
も
し
れ
な
い
。

や
っ
て
く
れ
、
と
校
長
に
言

も
特
地
級
地
の
引
き
下
げ
を

こ
こ
で
も
署
名
や
中
央
行

か
」
質
し
た
。
県
教
委
は
「
良

た
、
今
日
も
ゴ
ミ
箱
に
消
え

天
皇
の
こ
と
ば
は
流
れ
な

加
え
て
、
こ
の
校
長
に
感

わ
れ
た
。
勿
論
、
県
教
委
を

行
わ
な
い
よ
う
に
要
求
し
、

動
等
の
と
り
く
み
の
積
み
重

く
で
き
て
い
る
と
い
う
声
が

て
い
く
。

い
。

心
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
任
校

通
じ
て
是
正
の
指
導
を
入
れ

県
教
委
も
こ
れ
を
踏
ま
え
た

ね
が
育
児
休
業
の
拡
充
へ
つ

あ
る
」
と
自
画
自
賛
の
苦
し

行
政
当
局
へ
の
信
頼
も
薄

聞
く
の
に
不
自
由
な
人
の

な
ど
で
知
り
合
っ
た
顧
問
や

た
。
校
長
が
異
動
す
る
時
、

意
見
を
文
科
省
に
上
げ
た
も

な
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

い
答
弁
。
ど
こ
か
ら
そ
の
よ

れ
て
い
く
よ
う
で
、
こ
の
副

こ
と
を
考
え
て
の
字
幕
で
あ

生
徒
に
も
エ
ー
ル
を
送
っ
て

自
ら
模
範
を
示
し
年
休
で
処

の
と
解
さ
れ
ま
す
。

う
な
声
が
届
く
の
か
、
明
ら

作
用
が
こ
わ
い
。

る
な
ら
ば
、
皇
室
だ
っ
て
同

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

理
す
る
か
、
見
物
で
あ
る
。

ようこそ 今日こそ 高教組 ようこそ 今日こそ 高教組

思
い
・想
い
・重
い
・

フ
ァ
イ
ル

Q ＆

＊職場からの問い合わせに答えて

いきます。参考にしてください＊

基
地
即
時
撤
去
を

諌
早
湾
の
開
門
を

賃
時
給
千
円
を

■
県
下
で
高
教
組
か
ら
９
０
人
参
加
■

81回メーデー

９

条
フ
ェ
ス
タ

「
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
優
・
曖
で
す
」

ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
鳩
山
総
理

▼

長
崎
県
メ
ー
デ
ー
集
会
（
長
崎
市
）

(昭和38年8月12日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第1470号 ２０１０年５月１日（土）


